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２０２２年２月１５日 

日本原子力発電株式会社 

 

２０２１年度 敦賀発電所防災訓練（１２/３）における課題対応等について 

 

１．はじめに 

２０２１年１２月３日に実施した敦賀発電所防災訓練においては，発電所本部と本店本

部間での情報共有については問題なく対応できたが，本店ＥＲＣ対応班とＥＲＣプラント

班との情報共有は不十分な結果であった。 

昨年度の訓練までに情報共有に関する様々な改善（情報フロー，体制，ルール等の見直し）

を行ってきており，昨年度訓練では問題無く対応することができたが，今回の訓練では改善

効果を発揮することが出来なかった。 

このため，録画した訓練動画を再確認して問題点を洗い出し，社内外評価者やＥＲＣパン

チリストのコメントなどを踏まえて原因を抽出し，改善事項について考察した。 

 

＜区分：情報共有＞ 

課 題 改善事項 

ＥＲＣ対応班はＥＲＣプ

ラント班に対して，タイ

ムリーな情報発信ができ

なかった。 

情報班は，技術班の支援を受けて情報収集する体制に見直すこ

とにより，情報の過不足を抑制する。 

情報班は，技術班の支援を受け，情報の内容（質）を向上させ

ることにより，理解しやすい情報を提供できる。 

ＥＲＣ対応班の体制を見直すことにより，情報量が増加した場

合でも整理して情報を提供できる。 

優先度の高い情報を明確にし，教育資料等に反映するとともに，

教育を実施して要素訓練にて定着させる。 

ＥＲＣ対応班スピーカは

情報共有ツールを活用し

た積極的な情報発信がで

きなかった。 

メインスピーカ・サブスピーカそれぞれに補助要員を配置し，

情報発信をサポートできる体制に見直すことにより，緊急情報

を速やかにＥＲＣプラント班に発信できる。 

ＥＲＣ対応班総括は，班内全体を俯瞰して管理する体制とし，

プラント状況に応じた重要情報等の発信指示を行うことによ

り，タイムリーな情報提供ができる。 

情報共有ツールを活用した積極的な情報発信を行う明確なルー

ルを定めるとともに，要員への教育，要素訓練による習熟及び

定着化を図る。 

 

なお，上記改善事項については教育・訓練を行い，有効性の検証評価を行った上で，２０

２２年３月４日に予定している東海・東海第二発電所防災訓練計画に反映する。 
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２．問題点及び課題の抽出（添付資料－１） 

今回の訓練における問題点を抽出するにあたり，録画した訓練動画（発電所本部と本店

本部席での情報共有状況及びＥＲＣ対応班とＥＲＣプラント班との情報共有状況）により，

訓練シナリオの事象発生時間と情報共有された時間との違いより，タイムリーな情報共有

がされていたかについて再確認した。 

その結果，発電所本部からの情報発信及び本店本部席との情報共有状況については問題

ないことが確認できたが，ＥＲＣ対応班とＥＲＣプラント班との情報共有については，情報

提供の遅延や情報共有ツールを活用していない説明等の問題点を確認した。 

また，社内外評価者（電力評価者を含む。以下，同様。）及びＥＲＣパンチリストの主な

コメントも踏まえ今回訓練の課題を抽出した。 

なお，訓練開始から初発ＳＥまでの初動対応及び炉心損傷の事故収束対応における発電

所からの情報発信や本店本部との情報共有は問題なく対応されていたことを確認した。 

＜訓練動画再確認結果からの問題点＞ 

① ＥＲＣプラント班に対する情報提供に遅延が見られた。 

② 情報の取捨選択や優先順位を考慮した情報提供がされていなかった。 

③ ＣＯＰを用いて俯瞰した情報共有がされていない。 

④ メモによる説明が多く，図面等の資料を用いた説明が出来ていない。 

⑤ 時系列書画※を確認し,速報情報を提供できていない。 

⑥ ＥＲＳＳを監視しておらず，プラント状態が把握できていない。 

⑦ 説明が長く情報提供の遅延につながっていた。 

※ 本店情報班が発電所本部の発話（重要情報）を記録し，書画にて本店本部内及びＥＲＣ対応班へ共有している。 

＜社内外評価者及びＥＲＣパンチリストの主なコメント＞ 

項 目 主なコメント 

訓練評価者結果 
初発ＳＥの情報がＥＲＣ対応班から，ＥＲＣに伝わる時間が遅く，Ｅ

ＲＣからの情報逆流により，説明することとなっていた。 

ＥＲＣパンチリスト

提供される情報が遅れがちで，炉心損傷の判断等重要な情報が欠落

する場面もあった。発電所→ＥＲＣ対応班への情報の流れを検証し，

問題点を明らかにすべき。 

発話者をサポートする体制が出来ていないのではないか。 

優先順位を考えた情報の提供を行えるように改善すべき。 

  

【抽出した課題】 

 課題１：ＥＲＣ対応班はＥＲＣプラント班に対して，タイムリーな情報発信ができなかっ

た。 

 課題２：ＥＲＣ対応班スピーカは情報共有ツールを活用した積極的な情報発信ができなか

った。 
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３．昨年度と今年度の訓練シナリオの比較（添付資料－２） 

昨年度の訓練では情報共有が問題なく出来ていたにも係わらず，今回の訓練ではこのよ

うな課題が生じたかを確認するために，過去の訓練シナリオの状況について比較した。 

訓練シナリオのうち，ＥＡＬの最初の発出時間，事象の進展速度，イベントの数量及び

炉心損傷の有無を比較することにより，シナリオの難易度を比較した。ＥＡＬの最初の発出

時間が比較的早く，事象の進展が速く，イベントの数量が多く，炉心損傷がある場合は難易

度が高いと評価できる。 

結果は以下の通りであり，２０１８年度及び２０２１年度の訓練シナリオは，比較的難

易度が高かったと評価できる。 

情報共有については，これまでに改善等を重ねてきており，特に昨年度の訓練において

は情報フローや体制等を大きく改善し，昨年度の訓練では問題無く対応することができた。

今年度の訓練シナリオは昨年度より難易度を上げて実施したことにより，本店本部の一部

体制の弱い部分や教育不足等の問題点が顕在化したものと考える。 

 

＜訓練シナリオの比較結果＞ 

年度 
初発ＳＥ

時間 

初発ＧＥ

時間 

事象進展

速度※ 

イベント

数 
炉心損傷

指標２ 

評価 

２０１８ 
14:10 

(SE21) 

14:10 

(GE21) 
速い 35 有り Ｃ 

２０１９ 
14:06 

(SE24) 

15:35 

(GE21,24)
遅い 25 無し Ｂ 

２０２０ 
15:05 

(SE25) 

15:31 

(GE21) 
遅い 31 無し Ａ 

２０２１ 
14:10 

(SE21) 

15:00 

(GE21) 
普通 35 有り － 

 ※２０２１年度の初発ＳＥ，初発ＧＥまでの時間を「普通」とした場合の比較。 
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４．主要原因の抽出（添付資料－３，４） 

上記２．の課題に対する主要原因について，訓練動画の再確認結果を基に，社内外評価者

の結果及び訓練参加者の反省事項を踏まえて，以下の通り抽出した。 

 

 課題１：ＥＲＣ対応班はＥＲＣプラント班に対して，タイムリーな情報発信ができなかった。 

主 要 原 因 あるべき姿 

情報班が作成するメモの情報に過不足が生じ

ていたため，ＥＲＣ対応班総括はメモの修正に

時間を要した。 

情報班は，情報に過不足を生じないよう

にＥＲＣ対応班に提供すべきであった。

情報班は作成したメモの内容について，情報班

副班長と情報伝達係に説明していたため，ＥＲ

Ｃ対応班に情報を伝達するのに時間を要した。

情報班は，誰もが理解できる情報に整理

して提供するべきであった。 

ＥＲＣ対応班は，情報量が多く，情報伝達の遅

延等も重なり，情報整理が困難な状況となっ

た。 

ＥＲＣ対応班は，情報整理を行い、タイ

ムリーな情報提供を行うべきであった。

スピーカは，情報発信の優先順位を勘違いして

いた。（ＱＡ対応を優先する等） 

スピーカは，情報の重要度に応じた優先

順位を付けて発信すべきであった。 

 

課題２：ＥＲＣ対応班スピーカは情報共有ツールを活用した積極的な情報発信ができな 

かった。 

主 要 原 因 あるべき姿 

プラント情報表示システムを連続して監視し，

重要なパラメータ変化があった場合にＥＲＣ

対応班内に情報共有する者がいなかったため，

タイムリーな情報提供ができなかった。 

ＥＲＣ対応班は，プラント情報表示シス

テムを常時監視して，事故進展に応じた

重要なパラメータ変化を共有し,ＥＲＣ

プラント班へ提供するべきであった。 

発電所本部－本店本部間の発話を傾聴する，ま

たは時系列書画を監視し，重要情報が発信され

た際は，ＥＲＣ対応班内に情報共有する者がい

なかったため，タイムリーな情報提供ができな

かった。 

ＥＲＣ対応班は，時系列書画を確認して

重要情報を速報としてＥＲＣプラント班

へ提供するべきであった。 

ＥＲＣ対応班員に対して，情報共有ツールを活

用した具体的な発話方法について，明確なルー

ルを定めておらず，要員育成のための教育・訓

練内容に取り込んでいなかった。 

要員育成の教育・訓練内容について，定

期的な見直しを行い，更なる充実化を図

るべきであった。 
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５．改善事項の立案（添付資料－５） 

今回の訓練にて抽出された主要原因に対する改善事項は以下の通りである。 

 

＜課題１の改善事項＞ 

主 要 原 因 改 善 事 項 対応期間 添付資料

情報班が作成するメモの情報に過不

足が生じていたため，ＥＲＣ対応班

総括はメモの修正に時間を要した。

情報班は，技術班の支援を受けて

情報収集する体制に見直すことに

より，情報の過不足を抑制する。 

短期 

22 ページ

改善案①
情報班は作成したメモの内容につい

て，情報班副班長と情報伝達係に説

明していたため，ＥＲＣ対応班に情

報を伝達するのに時間を要した。 

情報班は，技術班の支援を受け，

情報の内容（質）を向上させるこ

とにより，理解しやすい情報を提

供できる。 

短期 

ＥＲＣ対応班は，情報量が多く，情報

伝達の遅延等も重なり，情報整理が

困難な状況となった。 

ＥＲＣ対応班の体制を見直すこと

により，情報量が増加した場合で

も整理して情報を提供できる。 

短期 
23 ページ

改善案②

スピーカは，情報発信の優先順位を

勘違いしていた。（ＱＡ対応を優先す

る等） 

優先度の高い情報を明確にし，教

育資料等に反映するとともに，教

育を実施して要素訓練にて定着さ

せる。 

中長期 
25 ページ

改善案③

＜課題２の改善事項＞ 

主 要 原 因 改 善 事 項 対応期間 添付資料

プラント情報表示システムを連続し

て監視し，重要なパラメータ変化が

あった場合にＥＲＣ対応班内に情報

共有する者がいなかったため，タイ

ムリーな情報提供ができなかった。

メインスピーカ・サブスピーカそ

れぞれに補助要員を配置し，情報

発信をサポートできる体制に見直

すことにより，緊急情報を速やか

にＥＲＣプラント班に発信でき

る。 

短期 

23 ページ

改善案②発電所本部－本店本部間の発話を傾

聴する，または時系列書画を監視し，

重要情報が発信された際は，ＥＲＣ

対応班内に情報共有する者がいなか

ったため，タイムリーな情報提供が

できなかった。 

ＥＲＣ対応班総括は，班内全体を

俯瞰して管理する体制とし，プラ

ント状況に応じた重要情報等の発

信指示を行うことにより，タイム

リーな情報提供ができる。 

短期 

ＥＲＣ対応班員に対して，情報共有

ツールを活用した具体的な発話方法

について，明確なルールを定めてお

らず，要員育成のための教育・訓練内

容に取り込んでいなかった。 

情報共有ツールを活用した積極的

な情報発信を行う明確なルールを

定めるとともに，要員への教育，

要素訓練による習熟及び定着化を

図る。 

中長期 
26 ページ

改善案④
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６．更なる改善事項 

 今回の訓練で抽出された更なる改善事項としては以下の通りである。 

対応 更なる改善内容 対応期間

本店 

発電所本部や本店本部等の各拠点における速やかな情報共有及び合

理的な防災対応を目的とした「原子力防災情報共有システム」の導入

計画を検討している。（添付資料－６） 

中長期 

発電所 

発電所本部と本店本部間の情報共有に問題はなかったものの，情報

共有に関する本店本部のニーズを確認し，より効果的な情報共有方

法を検討して行く。 

中長期 

発電所 

発電所本部から原子力防災センターへの情報共有に問題はなかった

ものの，更なる改善として，原子力防災センターにて模擬ＳＰＤＳを

活用した訓練を行い，情報収集・整理・共有等の運用の高度化を図っ

ていく。 

中長期 

 

７．次回訓練までの計画（短期計画） 

今回の訓練にて顕在化した課題に対して改善した体制（役割）やルール等について，各班の

要員に教育し，連携した訓練を繰り返し実施する。また，要素訓練等により，改善した事項に

対する有効性の検証評価（電力レビュー含む）を行った上で，２０２２年３月４日に予定して

いる東海・東海第二発電所防災訓練計画に反映する。 

 

＜想定スケジュール＞ 

項 目 ２０２２年１月 ２月 ３月 

改善事項の対応

   

訓練計画等 
   

 

以 上 

改善策の検討 

訓練・検証 

▽東二訓練計画反映 ▽東二訓練（3/4） 

（改善策は必要に応じて見直す） 

（適宜，要素訓練を実施） 



添 付 資 料 

 

１．訓練状況から抽出した問題点----------------------------------------１ 

２．昨年度までの訓練シナリオと今年度の訓練シナリオの比較----------------１３ 

３．訓練状況から見られたギャップと主要原因の代表例----------------------１８ 

４．社内外訓練評価者の評価結果，訓練参加者の反省事項------------------２１ 

５．改善事項の具体的取組---------------------------------------------２２ 

６．原子力防災情報共有システムの導入計画について----------------------２７ 
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４．社内外訓練評価者の評価結果，訓練参加者の反省事項 

 

 

課 題 

課題１： 
ＥＲＣ対応班はＥＲＣプラント班に対して，タイムリーな情報発信ができな

かった。 

課題２： 
ＥＲＣ対応班スピーカは情報共有ツールを活用した積極的な情報発信がで

きなかった。 
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６．原子力防災情報共有システムの導入計画について 
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